
 

 

 

 

 

 

ロータリー特別月間   今月：青少年奉仕 月間    来月：ロータリー親睦活動  月間 
 

５月１７日例会（ハイブリット開催） 

『地区研修・協議会の報告 ２ 』   
 
。 

第６グループ 財団委員会の報告 

今川隆 次年度会員増

強・維持委員長は 

第２グループクラブ

奉仕に参加予定を、急

遽、財団委員会関係に

参加した。以下はその

報告である。 

 

〇ポリオ（急性 

灰白髄炎）は、感染力

が強く５歳未満の子供が感染者の約 90％。ワクチ

ンのみが有効な予防法。 

 

〇ポリオプラスプログラムは、 

ポリオのほか、はしか、ジフテリア、結核、破傷風 

百日咳をプラスして同時追放を目的とする。１９８

５年に本格的にプログラムが開始された。 

 １９８８年当時、ロータリーが根絶活動を開始し

た当初は１２５か国で３５万人の患者がいたが、現

在では請西国が２か国、大きな成果を上げている。 

根絶に向けて努力している。 

 毎年１０月２４日は、「世界ポリオデー」として 

各地区で取り組みがなされている。 

 

〇グローバル補助金は、 

人道的プログラム、国際的留学の奨学金、職業研修

チームの３本立て。人道的プロジェクトは、提携地

区と協力して申請する。２８２０地区は、タイ、フ 

 

。 

ィリピン、ネパールに友好地区があり、この友好地区

をパートナーとして実施されている。 

 米山と違い、ロータリー財団が奨学金を提供する財

団奨学生は、現在２名。 

ジョージタウン大学（米国）、オーストラリアンカ

トリック大学（豪）に派遣されている。この奨学生は

県内で募集され、地区が採用を内定させる。 

当クラブの国井美香さんの場合と同じ。 

 職業研修チームの派遣（VTT）、この奉仕プログラム

は、チームを編成し、外国に行って職業訓練をする。  

フィリピンで歯科衛生士の職業訓練などが計画され

ている。 

 

〇 ポール・ハリス・ソサイティ 

毎年、財団寄付１０００ドル以上を実行するロータリア 

ンの顕彰をする仕組みで、今年度は４８名増加し、地区 

では、１１４名の会員がいる。これは全国で第２位。 

 

〇 地区補助金 

２０２３－２４年度に使用する地区補助金の申請が現

在行われている。全クラブの補助金使用が要請されて

いる。 

 仮申請を求め（４月２４日まで）地区委員会の審査を

経て、本申請をしてもらう仕組みで実施されている。 

 

〇 大久保年度の寄付目標額 

年次寄付  １５０ドル以上 

 ポリオ付   ３０ドル以上 

ウクライナ支援 １０００円 

本音度からポリオ寄付、毎年１００ドル以上の会員を 

ポリオ・プラス・ソサイティとして顕彰する。 

 

 

 

月  日 プ ロ グ ラ ム 担  当  ５ 月 １７ 日 出席報告 

5 月 23 日 3 団体合同例会 会長・幹事 会員数 出席者 欠席者 

5 月 31 日 外部卓話 プログラム委員会 ２６ １５ 1 １ 

6 月 7 日 プログラムフォーラム 会長・幹事 出 席 率 ： 62.5 % 

6 月 14 日 次年度引継ぎ 会長・幹事・各委員会 前々週訂正 ： 100％ 
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 第３グループ 奉仕プロジクトリ-グ 

鈴木啓志 職業奉仕委員長 

、職業奉仕では、次年 

度 国際ロータリー 

会長が提唱した、メン 

タルヘルスの推進が 

強調された。 

各クラブで何をする 

か難しい感じだが、地 

区としては出前講座も実施するというガバナーの方針 

がしめされた。 

 この分科会は社会奉仕、国際奉仕も合同の協議で、 

中心は社会奉仕の「見て覧」、茨城ガイドブックの作成 

の件で協議説明がなされた。大久保ガバナーエレクト 

が、次年度の大きな目標に掲げている。そして、早急 

に取り組みが求められている。 

国際奉仕については、菱川委員長が参加した。 

 

 

 

 

今回の地区研修・協議会は、大久保年度のスタート

であると同時に、11か月後に迫った、高萩ロータリ

ークラブが、ホストクラブとして運営する、 

大髙司郎ガバナーエレクトが主宰する 

「2024－2025 年度第 2820 地区地区研修・協議会」

に、どうつなげていくか、よく見ておかなければな

らない協議会であった。その観点から、報告し、確

認しておきたい。 

 

１ 会場 

 水戸プラザホテル 全員が入る大会議室がある 

大河原 浩 会長のあいさつ 

 今日は朝か

ら熱くて急に

夏日になりま

した。皆様健康

管理には十分

お気をつけて

ください。 

 さて、本日は

日立RCより、金澤好利様がお越しいただいております。

金澤様には大髙年度の地区副幹事を受諾していただき、

今後いろいろとお世話になることになります。ありが

とうございます。ガバナー経験は日立クラブだけです

ので、実務経験のある方に、いろいろアドバイスをい

ただけることは大変心強いことです。２年間にわたっ

てどうぞよろしくお願いいたします。 本日のプログ

ラムは、先週に引き続き地区研修・協議会の報告です。

大久保博之 DGE 事務所発信のホームページの資料も活

用の上、小谷松年度の準備のほどよろしくお願いいた

します。 

 

 

 

２ 参加者 

 大野ガバナーとパストガバナー 20 名 

 ガバナー補佐     8 名 

 地区役員等     16 名 

 地区委員      78 名 

 各クラブ参加者  540 名     公表 662 名 

   （実際の人数は、600名くらいか） 

  

３ 日程の管理 分科会の設営 

  8：30      受付 

  9：00～12：30  全体会と分科会 

  12：30      各部屋で昼食 

  13：15～15：30  後援と全体会 

 午前の全体会が 20 分短縮、分科会がゆっくりできた 

 午後は 15 時には、終了できた。 

 天気も良く、帰路が早くて好評だが、時間通りでな

いのは検討を要するところではある。 

  大髙年度では、日立市シビックセンターとホテ

ル・テラスザガーデンが会場となる。 

  そこで、水戸と比べて、どの点に留意すればよい

か着々と検討しておきたいところである。 

 

大髙司郎ガバナーエレクトが主宰する地区研修・協議会（2024年４月 14日） 

11か月後、日立シビックセンターで、高萩ロータリークラブがホストクラブ 



写真は、ホテルの玄関ロビーで、水戸クラブの皆さん

の受付の仕事。各分区ごとの受付をしている。 

 

４ 分科会 

  従来の分科会の設営と異なり、6 分科会にした。 

 奉仕グループが、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕委 

員会をまとめて分科会をしたこと。青少年奉仕は組織 

的活動も多く、別グループとした。 

 2018－19、高橋賢吾ガバナー年度では 7グループで、 

クラブ幹事グループを設けている。今回は会長幹事は 

同じグループ。 

 11 か月後に迫った大髙 DGE の分科会設定も、検討 

課題であろう。、 

 

５ 分科会の研修・協議 

分科会を運営する役員の立場からすると、 

① 1 年間の方針を説明し徹底する。 

② 活動の内容を理解してもらう。 

③ クラブとしての活動方針を見通してもらう 

ことであろう。 

 この研修・協議会が充実し、各クラブの委員長 

さんが、③に至れるようであれば、効果的な研修 

会ということになるのだろう。 

 ホストクラブになると、何かと気になる次第で 

ある。 

  

６ 資料など 

「地区研修・協議会のプログラム」冊子全 24 ペ 

ージ、「地区研修・協議会資料」冊子全 30 ページ 

は、地区のホームページに公表されたが、その作 

成と、校正は本当にご苦労であったろうと推察さ 

れる。 

 氏名・役職など、最終的に正誤表をつけなくて 

もよいところまで、校正を重ねられた水戸クラブ 

の皆様のご努力に深い敬意を表する次第です。 

 高萩ロータリークラブは、小規模なクラブであ 

るが、水戸ロータリークラブの皆様の努力に倣い 

それを目標に頑張りたいところである。 

 本日のお客様 金澤好利 様 

 

日立ロータリークラブから、本日、メーキャップ 

していただいた金澤好利様は、2016－17 年度沼 

田操会長と同期で、日立ロータリークラブの会長 

を務められた。 

大髙司郎会員が第 1 分区のガバナー補佐として、 

掲げた目標に率先して取り組んでいただいた。 

 これから 2 年間地区副幹事として、活動してい 

ただくことになった。 

  

以下は、金澤さんの御挨拶。 

 

 

皆さんこんにちは。 

昨年 7 月大河原さんが会長に就任された例会に 

メーキャップいたしまして、約 1 年過ぎましたが、

大河原さんも落ち着いたごあいさつで、何よりと

存じました。 

 これから大髙さんのエレクト年度が始まります

が、大河原さんは地区幹事の立場で、石君平さん

は会計長としてご苦労様です。クラブの一人一人

のお力がとても大事だと考えます。 

 私たちも協力いたしますのでどうぞよろしくお

願いいたします。 

 日立ロータリークラブは 74 名ですが、2014－

15 年の藤居年度を経験し、残っているメンバーは 

30 名ぐらいです。ガバナー年度の経験者といって 

も、その経験が当てはまらないのも事実です。 

 大髙ガバナー年度は、慣例にこだわらず、存分 

に自分の流儀で進めてもらいたいものです。 

9 月にはガバナー事務所も開設され、お会いする 

機会もありますのでどうぞよろしくお願いいたし 

ます。 

 

 

 



大髙司郎ガバナーノミニ―からの報告 

5 月 27 日（土）～31 日（水）まで開催され

る メルボルン国際大会に参加します。 

  5 月２７日（土）登録、歓迎行事 

  ５月２８日   開会本会議  

茨城ナイト 

  ５月２９日   本会議 

  ５月３０日   本会議 レセプション 

  ５月３１日（水）閉会本会議 

 

【幹事報告】 

1.高萩市国際交流協会総会書面議決の結果に 

ついて 

2.いわき勿来ロータリークラブから会報 

3.ハイライトよねやま 

4.米山学友会世界大会の登録の件 

5.日立ロータリークラブ創立 70 周年記念講演会

の開催について 

6.ポリオプラス・ソサエティのご案内 

7.ロータリー手帳が届く 

 

【ニコニコ BOX】 

鈴木啓志さん：本日の茨城新聞に滝さんの娘さん

が松岡小１５０周年記念式典でご挨拶された記事

が掲載されてました。 

大河原浩さん：金澤様、ようこそ高萩へ。よろし

くお願いします。 

大髙司郎さん：日立 RC の金澤好利さま、ようこ

そ。歓迎致します。 

鈴木直登さん：金澤さん、お久しぶりです。 

石君平さん：急に暑くなりました。高齢者は対応

に苦労します。熱中症気になります。 

滝義昭さん：熱中症に気をつけてください。 

秋山順弘さん：魅力ある街のスポット選出たのし

みです。 

小森勇一さん：金澤好利さま、ようこそいらっし

ゃいました。大歓迎です。いよいよエレクト年度

スタートです。大谷選手なみの馬力でよろしくお

願いします。 

 

江尻寛さん、、田所和雄さん、滝徳宗さん、 

菱川健司さん、今川隆さん、平野浩司さん 

 

 

本日計  １０，０００円 

 累計 ６０４，０００円 

 

 

 

【ロータリー財団】 

本日計       ０円 

累計  ４４８，１９４円 

 

 

【ポリオプラス】 

本日計       ０円 

累計   ７７，９６６円 

 

 

【米山記念奨学会】 

本日計       ０円 

累計  ２７９，０００円 

 

 

【お客様】  

日立ロータリークラブ  金沢 好利 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


